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第5章衛生費

第1節保健衛生費

1 保健衛生総務費

(1)一般諸経費

AED （自動体外式除細動器）配備

市内の全公共施設、区民館等にAEDの配備を進め、市民の安心 ・安全を確保しました。

AED214台（うち区民館等122台） ・トレーニング用5セット 賃借料 549万5,460円

(2）市単独運営費補助金

二次救急医療機関補助金

二次救急（重症患者の受入れ）の診療機能を維持 ・確保するため、 一般財団法人富士脳障害研究所附

属病院（脳神経外科）に対し、 257万7,000円を補助しました。

2 保健センター・救急医療センター費

(1）一般諸経費

救急医療協力促進（輪番在宅制）

一般社団法人富士宮市医師会に委託して、輪番在宅制（特定診療科目）による第1次救急医療を実施し

ました。

委託

名称

救急医療協力促進業務
（輪番在宅制）

産婦人科及び眼科 随意契約

概 要 金額（円）

4,216,320 
一人
会

先
一時
間

託
一
げ
市

一
本
宮

委
一般
士

一
宮
田

契約方法

診療体制

診療科目 診 療 日 診療時間 医療機関

産 婦 人 科 日噸日 午前9時～午前O時
輪番在宅制による市内の
関係医療機関

眼 科 休日及び年末年始 午前9時～午後5時
輪番在宅制による市内及び
富士市の関係医療機関

(2）保健センター救急医療センター維持管理費

委託

名 称｜ 概 要 ｜金額（円）｜委託先 ｜契約方法

清 掃 業 務｜日常 ・定期清掃、ピJレ管理 I1,111,200 ｜側協栄静岡支店｜指名競争入札

(3）救急医療センター運営事業

富士宮市救急医療センターは、平成18年度から富士宮市救急医療協会を指定管理者として、平日夜

間、休日等の一次救急の診療を行っています。
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ア 指定管理者による管理

名 称

救急医療センター管理運営業務

イ 診療体制

概 要 、，J
一
民
d

円
一日

（
－ぉ

額
一

ω

金
一1

指定管理者

富士宮市救急医療協会管理運営

診療科目 呈it 療 日 a両hク 療 時 間 医療機関

内 科 平日 午後7時～翌日午前8時

児 科 土曜日及び日曜日 土曜日の午後2時～月曜日の午前8時
救急医療センター外 科 その他の休日及び年末年始 午前8時～翌日午前8時

歯 科 休日及び年末年始 午前9時～午後5時

~ 
一般社団法人富士宮市医師会、一般社団法人富士宮市歯科医師会及び一般社団法人富士宮市薬剤師会並

びに浜松医科大学、静岡県立こども病院、順天堂大学、聖マリアンナ医科大学及び東京慈恵会医科大学の

協力を得て、 2万1,223人（内科8,994人、小児科5,944人、外科6,087入、歯科198人）の救急患者を診療しまし

た。

3 予防費

予防接種事業

予防接種法に基づく予防接種業務及び任意予防接種の助成事業を実施しました。

(1）定期予防接種及び任意予防接種助成件数 （単位：人）

予定 炎急 日 四 一
合tん昆lんし隊 B 肺小 ヒ B が子 水 エイ 肺炎成

Aロ,._ 
防 京リ肌？き 本 種 種 種

C 炎児 型 ん｛邑 ンン
接 』品 混 混 混

（ ． 
肝 球人

ォ白 習'E: 球 予 フ
種期 ）髄 炎 d口I.. ρ厄Z、 ムロ G 菌用 ブ 炎 防頭 痘 ザJレ 菌用 計

延べ人数 44 4,842 3,837 1 977 2,125 1,000 3,791 3,779 3,030 12 1,999 16,462 3,138 45,037 

重
こ
壬
q

－
接
一数

防
一
人

予
一
ベ

意
一
延

任 B型肝炎 ｜成人用肺炎球菌｜ 風 し ん ｜麻しん・風しん混合（MR)I 合 計

111 I 267 I a I 11 I 458 

(2）手数料

名称

予防接種業務

一一
一 金額（円） ｜ 実施先

31,327,920 ｜富士宮市立病院

要
一一

概

283,064,057 

委託先

一般社団法 人
富士宮市医師会ほか

金額（円）

~ 
B型肝炎の接種期間の短かった定期接種対象児に対する経過措置と任意接種の継続により、広く接種の機

会を提供できました。

また、予防接種事業の実施に当たり、医師会等の協力を得ながら安全かつ確実な接種の実施に努めまし

た。
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4 母子保健活動費

(1）乳幼児健康診査事業

母性の保護及び乳幼児の健全な育成を図ることを目的に、発達段階に応じた各種保健事業を実施しま

した。

ア 1歳6か用児及び3歳児健康診査

身体発育及び精神発達の面から最も重要な時期である 1歳 6か用児及び3歳児に対して、総合的な

診査を実施しました。

（ア） l歳 6か刃児健康診査

回 数 ｜ 対象者数 ｜ 受診者数 ｜内科健康診査｜歯科健康診査

119 26 58 

保健指導 栄養指導

961人 905人

保健指導 栄養指導

1,004人 197人

｛単位：人）

主ヨ

24回 I 966人

（イ） 3歳児健康診査

回数 ｜対象者数

961人 961人 961人

受診者数｜内科健康診査｜歯科健康診査｜眼科写真撮影者数

24回 1 995人 1 1,004人 1 1,004人 1 1,004人

眼科写真撮影者数のうち医療機関受診者の内訳

受診者数 ｜ 異常なし ｜ 経過観察

1,001人

イ 2歳児歯科健康診査

1歳 6か月から 3歳までの間に急増するむし歯の予防を目的として、歯科健康診査、保健指導、栄養

指導、フッ化物塗布等を実施しました。

数

一回

回
一
泊

対象者数

997人

受診者数

968人

栄養指導

292人

フッ化物塗布

910人

ウ 乳児健康診査

乳児の疾病の早期発見及び適切な保健指導を図るため、指定医療機関で4か刃児健康診査及び10か用

児健康診査を実施しました。

（ア）実施状況

区 分 ｜ 対象者数

（単位：人）

4か月児健康診査

10か月児健康診査

（イ）委託

名 称

乳児健康診査業務

945 

1,009 

925 

971 

50 

90 

受診 者数 要精密検査・経過観察及び治療中

概要

個別
4・10か月児

委 ず℃エヨロ 先金額（円）

一般社団法人静岡県医師会ほか11,813,976 

｜成果等｜

i 嫁等の結果に基づき、病院受診を勧め、早期治療に努めるとともに、継続的に支援の必要な乳幼児に

ついては、事後フォロー教室につなげる等支援を行いました。また、全ての乳幼児健康診査来受診者に対

して家庭訪問等の対応を行い、状況の確認に努め、受診の大切さを指導しました。
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(2）不妊・不育症治療費助成事業

少子化対策の一環として、子どもができずに不妊・不育症治療をしている夫婦に対し、経済的負担を

軽減するため、医療費の一部を助成しました。

助成延べ件数（件）

212 

（再掲）不育症（件）

9 

母子健康手帳交付者数（人）

60 

助成額（円）

38,659,388 

~ 不妊症治療費の助成に加え、不育症治療費も助成の対象とし、支援を拡大しました。

(3）妊婦健康診査事業等

妊娠中の急激な母体変化による異常や胎児異常の早期発見を図るため、公費負担による妊婦健康診査

14回、超音波検査4回及び血液検査等3回を実施しました。また、 l臨党障害の早期発見のため、新生児聴

覚検査費の一部助成を実施しました。

ア実施状況 （単位：人）

区 分 交付延べ数 受診延べ数 要精密検査・治療 ・指導延べ数

妊婦健診 12,804 10,794 

超音波検査 3,628 3,391 1,727 

血液検査等 2,792 2,414 

新生児聴覚検査 897 892 14 

イ委託

名 称

妊婦健康診査業務

新生児聴覚検査業務

概要

個別

個別

金額（円） 委 託 先 契 約 方法

78,168,660 ｜一般社団法人静岡県医師会ほか｜ 県へ委任

2,938,800 ｜一般社団法人静岡県医師会ほか｜ 県へ委任

ウ助成金

名 称 概要

指定外医療機関受診償還払

指定外医療機関受診償還払

金額（円）

1,317,982 

86,300 

妊婦健康診査助成金

新生児聴覚検査助成金

区雪
平成29年度より、新生児聴覚検査費への助成を開始し、全ての新生児に検査の機会を提供しました。

また、受診結果の把握や受診勧奨・情報提供等の支援に努めました。

(4）母子教育 ・相談事業

ア もうすぐパパ ・ママ学級

健康な赤ちゃんを産み育てるために、妊娠 ・分娩・育児についての相談指導を行うとともに父親の

育児参加のための学習を実施しま した。
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出 席 者 数

回数
対象者数

初妊婦 父親 その他
（初妊婦）

実数 延べ数 実数 延べ数 延べ数

16回 358人 166人 294人 106人 142人 89人

イ 健 康教育

健康の保持増進及び子どもの健やかな発達を支援するため、健康教育を行いました。

区 分 内 8，τ勺r 実 施 場 所 実施回数（回） 人数（人）

育児・食事・事故防止等
保健センター、保育施設、

137 1,968 
健康教育 区民館ほか

歯みがき指導 保育施設、小中学校ほか 52 2,654 

1ロ』 計 189 4,622 

ウ健康相談

家庭における健康管理及び育児不安の軽減を目的に、心身の健康について指導及び助言を行いまし

た。

名 称、 内 容 実施場所 実施回数（回） 人数（人）

母子健康相談 保健・栄養・歯科相談 保健センターほか 随時 4,010 

6か月児健康相談
計測・保健・栄養・歯科指導

保健センター 24 907 
ブックスタート事業

エ う歯予防対策

歯質の強化等によるむし歯予防及び歯の健康意識高揚のため、フッ化物を利用した事業を行いまし

た。

対 象 者 内 廿- 実施場所 実施回数（回） 人数（人）

幼児 ・ 障がい児 フッ化物塗布 保健センター 73 2，与63

幼児（年中児・ 年長児） フッ化物洗口
保育園・幼稚園

週5 2,158 
(31闇）

主ロ』 計 4,721 

オ 乳児家庭全戸訪問（こんにちは赤ちゃん訪問）

生後4か月までの乳児のいる家庭を訪問し、児の発育や産婦の心身の状態を把握し、 子育てや健康管

理に関する指導及び助言を行いました。

対 象 者 数 訪 問 数

906人 911人

区亙
各種健康教育や健康相談をとおして、 子どもの健やかな発達のため啓発や支援に努めました。

なお、乳児家庭全戸訪問に関しては、他市町との相互協力による訪問や保健センターへの来所により、

対象者全員を把握しました。
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5 保健対策推進事業費

(1）健康推進啓発事業

生活習慣を改善し、健康増進に対する意識の普及啓発に努めました。

名 称 内 句，H切・ 参加者数（人）
韓康まつり 健康度測定・健康相談（歯と口の健康週間事業と同時実施） 978 

講演会

fいのちの講演会あした笑顔になあれj水谷青少年問題研究所所長 水谷修氏

f楠原病の予防と治療の基礎知識J吉見内科クリニック 小樽恵氏

「脳を磨く生活術j脳科学者茂木健一郎氏

「認知症を予防するためにJ高齢者リフレッシュセンタースり－A所長増田未知子氏

講 演会
「筋肉を科学するj東京大学大学院教授石井直方氏

「歯とお口の健康リハピリテーションj富士宮市歯科医師会窪田明久氏 2,529 

「高校生のスポーツ栄養j （株）しょくスポーツ代表取締役古旗照美氏

「歯と口の健康づくりj富士宮市歯科医師会鏑木日出雄氏

「筋力アップで若返りJ片桐整形外科片桐聡氏

「糖尿病教室いつまでも元気に生活するためにj谷口内科クリニック 谷口幹太氏
「明日に役立つ睡眠の知識j南富士病院窪田裕輔氏

(2）保健委員活動事業

保健委員を行政区ごとに1人又は2人（総数138人）委嘱し、健康について学習したことを地域の住民に

伝えていく等、地域に密着した保健活動の推進に努めました。

活動内容｜回数（回）

保健委員研修（全 体研修・支部定例会） I a4 
地域健康づくり事業｜ 494 

参加者数（人）

1,012 

1,996 

6 健康増進事業費

(1）健康教育

生活習慣病の予防、介護予防など健康の保持増進について、健康教育を行いました。

区 分｜ 内 容 ｜実施場所｜回数（回）

生活習慣病の予防等 ｜ 公民館ほか I 14s 

介護予防 ｜ 公民館ほか I 213 
健康教育

人
一4
E8

〆t

、一市
i

一Aιτ

－Aせ
一
円。

数
一色
一生

人

(2）健康相談

生活習慣病の予防、介護予防などの健康増進に関する指導及び助言を行いました。

区分｜ 内 容 ｜ 実施場所 ｜ 回数（回）

保健・栄養・歯科 ・運動相談 ｜保健センターほか｜ 987 
健康相談

介護予防 保健センターほか 93 

人数（人）

2,182 

1,549 

(3）健鹿診査事業

がん、骨粗しょう症、歯周病等の早期発見とその予防を図るため、各種健康診査を実施しました。

ア実施状況

区分
胃カ宝ん 大勝がん 結核及び 子宮頭がん 乳がん 前立腺 肝炎ウイルス 骨粗しょう症 歯周病

健康診査検診 検診 肺がん検診 検診 検診 がん検診 検診 検診 検診

受診者数
9,529 11,417 15,427 2,704 2,514 4,228 1,137 228 236 21 （人）

がん発見者数
27 27 1 6 12 11 ※ 12 ＼＼  ＼＼  ド示（人）

※ 感染している可能性が極めて高い人
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イ 手数料

名称

乳がん検診業務

概要

個別
円一ロ

一

作

O

J
I
一つ山

額
一
ω

－no 

金
．

実施先

富士宮市立病院

ウ委託

名 称 概 要 金額（円） 委 at 先 契約方法

集団 ・個別 163,812,578 一般社団法人富士宮市医師会 随意契約

健 康 診 査 業 務
集団 ・個別 3,744,573 共立蒲原総合病院組合 随意契約

集団・個別 1,955,732 1青 水 厚 生 病 院 随意契約

集 団 8,002,368 公益財団法人静岡県予防医学協会 随意契約

胸 吉日 検 呈時＂－，、 業 務 集 団 17,383,085 公益財団法人結核予防会静岡県支部 随意契約

乳がん・骨粗しょう症検診業務 集 団 9,510,102 一般財団法人東海検診センター 随意契約

~ 
死亡原因第1位のがんによる死亡を減少させるため、がん検診の啓発や特定年齢に達した者に子宮頭

がん・乳がん検診が無料となるクーポン券を送付し、受診率向上に努めました。

(4）訪問指導事業

生活習慣病の予防を目的に訪問指導を実施しました。

内 容｜実人数（人）

検診等要指導者 309 

備

随

考延べ人数（人）

260 時

(5）うつスクリーニング事業

自殺の主な原因となるうつ病を早期発見し、早期受診に結びつけるためのスクリーニングを実施しま

した。

分

133 85 1 7 11 

その他

10 実施人数（人）

区亙
うつスクリーニングにより、気になる人等を相談機関に紹介し、 早期対応に結びつきました。また、多

9,438 

改善

19 

治療中 ｜病院紹介 ｜相談機関紹介｜経過観察
区 実施者 ｜要対応者

対 応 結 果

くの人にうつスクリーニングを実施することで啓発にもつながりました。

7 環境衛生費

(1）市営墓地管理事業

指定管理者による管理

名 称

富士宮市営墓地管理業務

概 要 金額（円）

8,228，。。。
指定管理者

公益財団法人富士宮市振興公社維持管理

(2）富士山麓環境パトローJレ事業

富士山麓環境パトロール隊22人が、主に廃棄物の不法投棄について富士山麓一帯を中心にパトロール

しました。

5地域（5班）に分かれて、年間45回のパトロールを実施し、発見した不法投棄廃棄物について東部

健康福祉センター、警察署など関係機関へ報告しました。
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(3）環境衛生推進事業

ア防疫業務

地域の防疫として、自治会（区又は町内会）へ衛生害虫駆除の薬剤の配布及び薬剤噴霧機の貸出し

を行い、衛生害虫の駆除に努めました。

駆除用薬剤の購入

名 称 数量 金額（円） 購 入 先 契約方法

成虫駆除剤（水性乳剤） (500mQ入） 60本 243,000 

幼虫駆除剤（乳剤） (6 2入） 56缶 1,814,400 
側富士宮調剤薬局

随 意契約
幼虫駆除剤（ピスロンアタック粒剤） (1kg) 20袋 157,680 （見積り合わせ）

幼虫駆除剤（ピスロンアタック粒剤） (5g×20袋） 550袋 831,600 
ぷロ』 計 3,046,680 

イ 狂犬病予防業務

狂犬病予防法に基づき、犬の登録事務及び狂犬病予防注射済票の交付事務を次のとおり実施しまし

た。また、犬の放し飼い、散歩の際のふんの始末等の問題に対する指導及び啓発を行い、適正な飼い

方の意識の向上に努めました。

名 称 件 数 （件）

犬 の 登 録 650 (26) 

犬 の 鑑札 の 再 交付 。
犬の狂犬病予防注射済票交付 7,697 (52) 

犬の狂犬病予防注射済票再交付 。
※ 括弧内は盲導犬の件数

8 環境対策費

(1）環境マネジメントシステム（EMS）推進事業

環境管理活動を一元的に管理し、より効率的に環境活動を推進するための独自の環境マネジメントシ

ステムに基づき、事務 ・事業の執行に係る環境負荷の低減等を図るため、環境活動を推進しました。

(2）再生可能エネJレギー推進事業

創エネ・蓄エネ機器等設置費補助金

二酸化炭素排出量の削減及び蓄電池等の利用による電力のピークカット、ピークシフトを推進する

ため補助事業を実施しました。

補助金交付件数及び交付金額（自治会を含む。）

補助金交付件数（件） ｜ 交付金額（円）

2s2 I 2s.s12.ooo 

※ 補助金交付件数は、補助金の受給者数であり、受給者が同時に複数の対象機器の交付を受けた場合も1

件とする。
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機器別内訳

対 象 機 器 補助件数（件） 交付金額（円）

太陽光発電システム 182 18,532,000 

家庭用燃料電池（エネファーム） 25 2,500,000 

家庭用ガスコージ、ェネレーションシステム（エコウイ jレ） 。 。
定置用リチウムイオン蓄電池 54 5,400,000 

ピークル・トゥ・ホームシステム 。 。
クリーンエネルギー自動車 。 。
HEMS （ホーム・エネルギー・マネジメント ・システム） 58 580,000 

自治会（太陽光発電システムと蓄電池） 1 1,500,000 

(3）地球温媛化対策事業

家庭や学校で、省エネルギー、省資源活動、ごみ削減などの環境活動を推進することにより、 二酸化

炭素排出企の削減など、環境への負荷の低減に努めました。

ア 「地球にやさしい学校J認定事業

布内の全ての小学校及び中学校が「地球にやさしい学校」認定事業に参加しました。地球にやさし

い学校づくりに向けて児童及び生徒が中心となり、牛乳パックや古紙の回収によるリサイクル活動や

節電による省エネルギー活動など地球にやさしい活動に取り組みました。

イ アース ・キッズ事業

東小学校、大宮小学校、北山小学校、富丘小学校、大富士小学校、富士根南小学校、富士椴北小

学校、富士見小学校、柚野小学校、白糸小学校、上野小学校、人穴小学校、井之頭小学校がアース・

キッズ事業に参加し、 地球温暖化について学び、 自分違ができることは何かを考え、家庭の中で

「環境リ｝ダーJとして環境活動に取り組みました。

参加校 13校 合計914人

委託

名 称 概 要

地球温暖化防止活動プログ
アース ・キツズ事業｜ラムの実施

(4）環境監視測定事業

金額（円）

2,568,576 

委託先

特定非営利活動法人
アースライフネットワーク

契約方法

随意契約

市内の環境監視として、環境基準の定められている水質（水素イオン濃度（pH）、生物化学的酸素要

求量（BOD）、浮遊物質量、溶存酸素量、 トリクロロエチレン、四塩化炭素等）、大気（二酸化硫黄、

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質）、ダイオキシン類及び騒音（道路に面する地域）の調査を実施しまし

た。

ダイオキシン類の環境濃度については次のとおりでした。

区 分 調 査 場 所 調。 定 結 果 環 境 基 準

大 気
山宮小学校屋上 0.0086pg-TEQ/m3 

0.6 pg-TEQ/m3以下
中央消防署芝川分署 0.014 pg-TEQ/m3 

水底の底質 芝富橋（芝JI!) 0.15 pg-TEQ/ g 150 pg-TEQ/g以下

道路に面する地域の騒音の調査は、自動車騒音の監視業務として実施しました。

市内 3路線の計20.7kmについて、騒音測定等に基づき面的評価を行いました。結果は次のとおりでし

た。
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環 境 基 準 達 成 状 況

評価対象路線
評価底問 評価対象

昼夜とも達成 昼のみ達成 夜のみ達成 昼夜とも超過延長（km) 戸数
戸数 % 戸数 % 戸数 % 戸数 % 

国 道 1 3 9 号 5.5 624 518 83.0 48 7.7 。。58 9.3 

県道 宮土川身延線 2.5 107 78 72.9 。。 2 1.9 27 25.2 

県道 富士富士宮線 12.7 1,289 1,262 97.9 。。27 2.1 。。
評価対象は、道路端から50メートルにある住宅等を対象としています。

道路に面する地域の環境基準は、地域の区分、道路の種類、車線数に応じて昼間60～70dB、夜間55～

65dBの範聞で定められています。

(5）市単独事業費補助金

環境保全資金貸付金利子補給

事業所における環境保全のための施設整備や対策を促進するため、環境保全資金借入者に対し、その

利子相当額を年平IJ2.5パーセント以内で最大10年間利子補給金として交付しています。

平成29年度は、 3者に対し前期分23万4,407円、後期分22万4,300円の、計45万8,707円を交付しました。

9 地下水対策費

(1）地下水保全対策事業

ア 地下水資料の収集

次の各観測等を実施し、市内各観測井の水位の変化等を継続的に観測するとともに、市内各湧水池

の湧水量を測定することにより、そのデータを地下水資料として収集しました。

ケ） 地下水位観測

市内19か所の観測井（猪之頭、人穴、質問、淀師、大中里、大宮、星山、安居山、城山、万野

原、湧玉、井之頭中、猪之頭東、五斗白木、根原、外神北、大堤、 淀師南、柚野）において、

週1回の観測を実施しました。

（イ）湧水量

岳南地域地下水利用対策協議会として、市内13地域（杉田、石原、元村山、粟倉、猪之頭、五斗

目木、西川、白糸の滝、淀師・ 渋沢、青見、よしま池、湧玉池、富士山二合目） 21か所で年2回測定

を実施しました。

イ 地下水採取に関する条例hこ基づく届出

静岡県地下水の採取に関する条例に基づく水量測定器設置報告書をはじめ46件の届出を受理しまし

た。また、富士宮市自然環境の保全及び育成に関する条例に基づき井戸新設の届出をはじめ 9件の届

出を受理しました。

なお、届出の受理に際しては、地下水の保全、適正利用の観点から必要な指導等を行いました。

ウ 湧水池の保全

良好な自然環境の保全を図るため、富士宮市自然環境の保全及び、育成に関する条例施行規則の規定

に基づき、湧水池の保存指定を行っています。

平成29年度末現在で、保存湧水池は16か所です。

(2）水源保全監視事業

自然水源の維持と水源保全の啓発を図るため、水源保全監視員4人により 4地下水系の水源地及び15か

所の保存湧水池等の巡視活動を実施し、水源地等の監視に努めました。
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(3）広葉樹育苗・植樹事業

自然林の復元と地下水のかん養を図るため、 1,000本の広葉樹の育苗事業を実施し、市内の山林等に植

樹しました。広葉樹の育苗事業は、富士山自生の広葉樹の育苗を平成9年度から継続して実施していま

す。

また、平成29年度は、白糸自然公園において育樹祭を開催し、 350本の広葉樹を植樹しました。

第2節

1 清掃総務費

~！主
，同

(1）環境美化啓発事業

掃 費

平成29年度環境月間ポスターコンクーJレ入賞者の絵画をごみ収集車に描くとともに、小学校4年生を

主たる対象として小学生社会科学習資料「ごみとわたしたち」を作成し、市内の小学校22校（分校を含

む。）に配布することにより、美化意識の啓発に努めました。

(2）ごみ減量化等推進事業

ア 古紙等リサイクlレ活動奨励金

古紙等リサイクル活動奨励金制度による助成を実施し、ごみの減量化の推進に努めました。

古紙等リサイクル活動奨励金交付実績

延べ申請団体数 ｜ 回収重量（kg) I 交付金額（円）

801 2,751,434 8,252,990 

イ 古紙回収ステーション

古紙回収ステーション事業として、古紙回収ボックス31か所の合計で81万9,802キログラムの古紙を

回収し、可燃ごみの収集量の削減要因になりました。

ウ ごみダイエットプロジェクト

6用から 7}Jと、 12月から 1用までの年2回、重点期間を設けて「生ごみの削減jと「雑がみの分

別Jについて市民及び事業者等に啓発を行いました。

生ごみの削減は、 fふじのみや3010運動jの推進、雑がみの分別は、住民への説明会やモデル地区

での回収を実施しました。

その結果、清掃センターに搬入された可燃ごみについて、前年同舟と比べると、夏は92トン、冬は

328トン削減することができました。

(3）不法投棄ごみ等処理事業

富士山麓一帯を中心として後を絶たないごみの不法投棄による環境悪化を防止するため、富士山麓環

境パトロール隊等の監視活動で発見された不法投棄ごみの撤去処理等を行いました。

委託

名 称 ｜ 概 要｜金額（円）｜委託先

不 法投棄ごみ
処理業務

区亙

不法投棄ごみの
撤 去 処 理 等

4,355,780 公益社団法人富士宮市
シルパ一人材センター

契約方法

随意契約

市内296か所で発見された不法投棄ごみ9.34トンの撤去処理等を実施し、地域環境の改善を図りました。

(4）一般廃棄物収集事業

ごみの収集については、民間業者に委託して、可燃物は週2回、不燃物は月1固から3回、粗大ごみと水
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銀使用製品は3か月に1回収集を行いました。資源ごみである瓶、缶、紙パック及びベッ トボトルは月 l回

収集を行いました。また、年末の可燃物の収集は12月30日まで実施しました。

ア収集実績

区 分 収集日数（日） 収集量 (t) 1日平均収集量（t)

可 燃 物 305 24,927.12 81.73 

不 燃 物 112 1,185.14 10.58 

乾 電 池 112 32.64 0.29 

生 き 瓶 16.27 0.27 
瓶 60 

カレット 745.62 12.43 

スチール 195.35 3.26 
缶 60 

ア Jレ 、、、、 94.29 1.57 

粗 大
、，・

み 20 243.69 12.18 、ー

J、と ツ ト ポ ト 1レ 60 249.89 4.16 

ト レ イ 60 17.49 0.29 

紙 ノT ツ ク 60 12.58 0.21 

水 銀 使 用 製 ロロロ 20 9.84 0.49 

イ委託

名 称｜概 要｜金額（円）｜委託先｜契約方法

一般廃棄物収集運搬業務｜市内（旧富士宮市全域）収集運搬I365,040,000 I富士宮清掃倒｜ 随意契約

一般廃棄物収集運搬業務｜市内（旧芝川町全域）収集運搬｜ 42,1s4,soo I倒 芝川清掃｜ 随意契約

(5）資源ごみリサイクル推進事業

容器包装リサイクル法に基づく分別収集計画により月 1回それぞれ収集した瓶（白色瓶、茶色瓶、その

他の色瓶）、ペットボトル及びトレイについては、リサイクルのための中間処理等を次のとおり実施し

ました。

名 称 概 要

空 き瓶処理業務 空き瓶中間処理

ペットボトル処理業務 ベットボトル処理

ト レイ処理業務 トレイ処理

再商品 化 委託業務 再商品化処理

(6）国 ・県支出金を伴う事業費補助金

合併処理浄化槽補助

金額（円）

6,665,008 

5,617,728 

566,676 

416,822 

委 託 先 契約方法

（朝 三 和システム輸送 随意契約

側 ょに コ 庁、 コ Jレ 随意契約

（欄 エ コ ネ コ Jレ 随意契約

公益財団法人日本容器
随意契約

包 装 リ サ イ ク ル 協 会

生活排水による公共水域の水質汚濁を防止するため、 下水道事業認可区域外及び農業集落排水処理施

設区域外で合併処理浄化槽を設置した者に対し、富士宮市浄化槽設置整備事業費補助金交付要綱に基づ

き、次のとおり補助金を交付しました。

なお、この事業は、国庫補助及び県補助の対象事業です。
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人槽
1基当たりの
補助金額（円）

5 
新設232,000

転換332.000

新設289.000
6及び7

転換414,000

8から10
新設3犯83.0β000

転換548,000

ii ぉ 計 ～ ～ ＼ ＼  

2 清掃運動費

清掃運動事業

補助実績（交付基本額）
国庫補助金（円） 県補助金（円）

基数（基） 金額（円）

89 20,648,000 

9 2,988,000 

27 7,803,000 
交付基本額に3分のlを乗じ

交付基本額に3分のlを乗じ て得た額に0.36（新設）又

4 1,656,000 て得た額 は0.4（転換）を乗じて得た

8 3,064,000 
額の合計額

。 。
137 36,159,000 12,053,000 4,400,000 

平成29年 4月15日から19日までを市内一斉の清掃運動期間として、市民を主体とした「第53回清掃運動」

を実施しました。

~ 
河川、道路側溝等のしゅんせつ汚泥及び幹線道路の不法投棄処理に従事した職員は延べ183人、運搬車両

は延べ52台、運搬量は44.56トン、これに各区が独自で運搬処理した延べ160台、 77.10トンを加えると、総

延べ運搬車両は212台、総処理量は121.66トンに上りました。

3 じん芥処理費

(1）清掃センター搬入状況（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

ア可燃物搬入量 （単位： t) イ 不燃物搬入量 （単位： t)

月 別 平成28年度 平成29年度 対前年度比 月 別 平成28年度 平成29年度 対前年度比

平成291手4月 3,282 3,100 企182 平成29年4月 243 252 9 

5月 3,392 3,457 65 5月 239 311 72 

6月 3,254 3,116 企138 6月 254 314 60 

7月 3,359 3,396 37 7月 212 274 62 

8月 3,529 3,541 12 8月 210 280 70 

9月 3,200 3,171 企29 9月 257 345 88 

10月 3,222 3,158 企64 10月 224 262 38 

11月 3,056 3,026 A.30 11月 210 295 85 

12月 3,344 3,083 A.261 12月 406 449 43 

平成30年l月 2,963・ 2,892 企71 平成30年1月 228 256 28 

2月 2,595 2,447 企148 2月 218 254 36 

3月 3,023 2,928 A.95 3月 351 361 10 

言十 38,219 37,315 A.904 計 3,052 3,653 601 
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(2）じん芥処理事業

委託

名 称

粗大ごみ処理施設等運転
管理及びごみ受入業務

焼却炉運転管理業務

鞍骨沢最終処分場
維持管理業務

焼却灰等処分業務
そ の 1 （主灰）

焼却灰等処分業務

その2（主灰・飛灰）

焼却灰等処分業務
その3（主灰・飛灰）

(3）施設維持補修費

委託

名 称

清掃センタ ー工場棟

長寿命化工事実施

設 計－ 業 務

修繕

名 称、

燃焼施設定期整備

そ の 1 

燃焼施設定期整備

そ の 2 

粗大ごみ処理施設

トロンメノレほか

概 要 金額（円） 委 it 先 契約方法

清掃センター組大ごみ処理施設運
80,241,840 テスコ附 指名競争入札

転管理及びごみの受入等

清掃センターの焼却施設運転維持
143,543,367 側タクマテクノス 随意契約

管理等

鞍骨沢最終処分場の維持管理等 23,328,000 テスコ附 指名競争入札

焼却灰（主灰）のセメント資源化 44,277,544 字部興産側 指名競争入札

焼却灰（主灰・飛灰）の溶融資源化 24,406,476 中央電気工業側 指名競争入札

焼却灰（主灰 ・飛灰）の焼成リサ 29,990,668 三重中央開組欄 指名競争入札
イク Jレ

概 要 金額（円） 委託先 契約方 法

長寿命化対象施設保全計画に基づく
側金指総合

清掃センター工場棟外壁等改修工事 4,644,000 指名競争入札

の設計業務
建築研究社

概 要 金額（円） 受注者 契約方 法

1号炉パグフィノレタ入ロダンパ交換、 1号
炉パグフィノレタ下部ホッパマンホーノレ面
取替、プラント用空気圧縮機点検整備、

側タクマ
2号炉灰出コンペヤローラチェーシリン 49,896,000 随意契約
クフライト取替、 1号炉空気加熱器ダスト 東京支社

コシベヤチェーン類取替、その他点検整
備修繕

2号炉Jゲス冷却室耐火物打替、ごみクレー
ン各種制御盤用シーケンサ等交換、高調

側タクマ波フィルタ盤部品交換、 1号炉灰出コンペ
92,556,000 随意契約

ヤローラチェーシリンクフライト交換、 東京支社
1号炉灰出コンペヤヘッド側部品交換、そ
の他点検整備修繕

トロンメノレ、排出コンペヤ、破砕機、集
21,924,000 

クボタ環境
随意契約

塵ダクト、ブレーカ ・ロータ肉盛 サービス側
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4 し原処理費

(1）衛生プラント処理状況（平成 29年 4月1日～平成30年 3月31日）

月 .SU 
投入日数

投入量
投入内訳

平成29年4用

5月

6月

7月

8用

9用

10用

Ufa.I 
12月

平成30年1月

2用

3刃
計

平成28年度実績

(2）し尿処理事業

ア委託

名 称、

汚泥槽清掃業務

脱水汚泥処分業務

（日）

22 

22 

22 

22 

20 

22 

24 

22 

20 

20 

21 

22 

259 

266 

衛生プラント運転管理業務

生し原 浄化槽汚泥

3,885.9 265.3 3,620.6 

3,855.3 258.0 3,597.3 

3,906.3 237.4 3,668.9 

3,885.5 239.8 3,645.7 

3,586.8 245.6 3,341.2 

3,958.2 224.7 3,733.5 

3,922.8 309.3 3,613.5 

3,981.8 250.5 3,731.3 

3,553.0 330.4 3,222.6 

3,472.9 201.1 3,271.8 

3,815.9 257.2 3,558.7 

3,994.8 280.1 3,714.7 

45,819.2 3,099.4 42,719.8 

45,377.1 3,165.1 42,212.0 

概 要 金額（円）

各泥汚泥槽に蓄び槽積内された、砂 ・腐敗した汚
の除去及 の清掃業務

3,510,000 

脱し尿水汚・泥浄の化焼槽却汚再掘生の業処務理過程で発生する 6,885,560 

衛生プラントの運転管理業務 28,620,000 

イ 負担金補助及び交付金

名称 概 要 ｜金額（円）

し尿分離液処理負担金 脱水処理水を星山浄化センターで処理すI10,477,519 
るための負担金 I 

（単位： ke)

1日平均投入量

投入日数割 用の日数量

176.6 129.5 

175.2 124.4 

177.6 130.2 

176.6 125.3 

179.3 115.7 

179.9 131.9 

163.5 126.5 

181.0 132.7 

177.7 114.6 

173.6 112.0 

181.7 136.3 

181.6 128.9 

176.9 125.5 

170.6 124.3 

委託先 契約方法

八光海運側
指名競争

入札

側ミダック 随意契約

アタカメンテナンス（側 随意契約

支出先

富士宮市水道部下水道課

区雪
衛生プラントの運転変更に伴い、設備の｝部を休止したことなどにより、変更前と比較（平成28年度の途

中から変更したため、平成27年度との比較となります。）して、薬品質や電気料金など維持管理費の削減

が図られました。また、し尿分離液処理負担金を下水道使用料として支出したため、総合的な効果としては

832万7,000円を削減しました。

(3）施設維持補修費

委託

名称 概 要 金額（円） 委託先｜契約方法

長寿命化工事実施設計業務｜施設長寿命化改修工事の設計委託業務｜ 2,646,000 ｜（閥アルファ設計｜指名競争入札
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第3節火葬場費

火葬場運営費

1 富士宮聖苑の利用状況

火葬件数（件）

市内｜市外｜ 小 計 ｜小動物等｜合計

霊担率使用回数（回）

市内｜市外｜合 計

299 1,766 343 1,421 I 46 I 1,467 

2 火葬場施設維持管理費

指定管理者による管理

名 称

富士宮聖苑管理業務
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319 24 

金額（円）

38,571,000 一業

者
一産

理
一ぎ

管
一ら

定
一す

指
一や一側


